
 

「なの花」の所在地は、富田林市若松町東 1-205-1 です。富田林駅発の 4 市町村コミバス(金剛

ふるさとバス)北大伴線に乗って、バス停「大伴口」で降りて徒歩 6分(新北橋を渡る)。または、

北大伴線・石川線・千早線・河内線・白木線・さくら坂循環線・東條線に乗り、バス停「堺筋」

で降りて徒歩 11分です。初めての方はお電話くだされば迎えにいきます。 

連絡・申し込み先： 「子ども・若もの支援ネットワークおおさか」内「なの花」 

TEL: 0721-69-6644 / FAX: 0721-69-6645 

受付： 月曜日〜金曜日の午前 10時〜午後 4時 

E-mail: nanohana-net-osaka@quartz.ocn.ne.jp 

なの花の、とある昼下がり「見て、ヘビおる！」ある人が窓の外を指さす先では、裏庭の柵の上

を大きなヘビがニョロニョロ伝っていくところでした。 

ヘビには驚きですが、緑が多いなの花の庭には様々な鳥がやってくるので、窓から外を見るたび

に癒されます。 

その庭について分かったことがひとつ。なの花が引っ越してきてからこちら、元気に伸びる庭木

や雑草に悩む日々ですが、雑草に混じり見慣れない花がつぎつぎに咲くことです。もともと色々な

花が植えられていたのでは、と皆で推理していました。 

そんな花を見つけるたびに、名前を調べ、花を残す方法を考えてくれる人がいます。また、植物

たちの世話を一生懸命してくれる人も。 

ある日、庭木の剪定をしていた Tさんいわく「葉が密集していると日光が入りにくくなるので、

適度にすいてやるのも大事」とのこと。 

そこで、里山の保全活動をしている方から聞いた話が頭をよぎりました。「里山は人間を含めた

多様な生態系を保ってきたので、人間が木を活用しなくなった途端バランスが崩れてしまう。やが

て、鬱蒼とした森になってしまうと、小さな植物が育たなくなり、動物も棲みにくくなる」人間と

自然がせめぎ合っているくらいが丁度なのだとか。 

まさに今のなの花がそうなのかも、と思えてきました。すると、グングン伸びてくる雑草との戦

いも楽しく思えてきませんか？ さて皆さん、夏場に向けて草刈りのお手伝いを大募集していま〜

す♪ 

時間の定めのない仕事 

 パソコンデータ入力 

 テープ起こし 

予定 

4日(水) 13時〜15時 なの花 リビング えんぴつカフェ  

7日(土) 11時〜14時 なの花 みんな食堂  

12日(木) 15時半〜17時 なの花 かんたん英語教室  

18日(水) 13時〜15時 なの花 リビング えんぴつカフェ  

24日(火) 
9時半〜11時半 なの花 FS ニュース発送作業 

16時〜18時 なの花 プチいろえんぴつ  

26日(木) 15時半〜17時 なの花 かんたん英語教室  
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